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1～2……市民広報特派員リポート「地元の魅力を再発見！」
3……ひまわり、国津の杜の行事、やなせ宿催し
4……二次救急実施病院（9月）、救急の日・救急医療週間講演会
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江さん
（81歳／美旗町中1番）

　

美
旗
地
域
は
、
農
業
集
落
地
と
美
旗
駅

を
中
心
に
開
か
れ
た
住
宅
地
が
混
在
し
、

新
旧
住
民
が
生
活
し
て
い
る
地
域
で
す
。

地
域
内
に
は
、
５
世
紀
後
半
に
構
築
さ
れ

た
県
下
最
大
級
の
馬
塚
古
墳
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
文
化
遺
産
が
残
り
、
美
し
い

自
然
を
感
じ
ら
れ
る
地
域
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
美
旗
地
域

の
10
年
、
20
年
先
の
将
来
像
を
示
す
地
域

ビ
ジ
ョ
ン
「
み
は
た
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
古
墳
群
を

含
む
自
然
環
境
の
有
効
活
用
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、
古
墳
の
こ
と
を
よ
り
多

く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
子
ど

も
た
ち
に
も
理
解
で
き
る
案
内
板
を
７
つ

の
古
墳
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
史
跡
整
備
事
業
だ
け
で
な
く
、

今
年
度
は
、
美
旗
市
民
セ
ン
タ
ー
と
共
催

で
、
美
旗
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
美
旗
の
魅

力
を
発
信
す
る
「
美
旗
の
語
り
部
」
を
養

成
す
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
自
分

た
ち
の
住
む
地
域
の
魅
力
を
知
り
伝
え
よ

う
と
15
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
文
化
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
新

旧
住
民
の
親
睦
や
共
通
理
解
を
深
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

国民健康保険税（第3期）9月の納税（納期限…10月 1日月） 　収納室　  63‐7439

　わたしは、昭和54年に、家族5人で京
都市から名張市に引っ越してきました。
当時、美旗駅の周りには住宅も少なく、
我が家からも「馬塚古墳」が見え、空気
もおいしく、いいところに引っ越してき
たと思ったものです。
　長年住んでいると、引っ越してきた当
時には気づかなかった美旗地域のよいと
ころがたくさん見えてきました。自分が
住む地域のすばらしさを、皆さんに伝え
たいと思い市民広報特派員に応募し、今
回リポートをさせていただきます。
　リポートでは、美旗まちづくり委員会
やボランティアガイドおきつも、観阿弥
顕彰会、JA伊賀南部美旗メロン部会の皆
さんに、活動や活動に対する思いなどを
聞きました。

美旗地域には、県下最大級の前方後円墳である馬塚古墳（写真）をはじめとする７つ
の古墳からなる美旗古墳群や多くの文化遺産が残ります。
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「語り部養成講座」で熱心に話を聞く受講者
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新田水路について説明を受ける境さん


